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｢ニーベルンケンの歌」の写本について
-BとCを中心にして－その2
’ 武 市 修
｜
前稿でNL】のB版とC版の表現上の相違を検討したが，次に少しく作品
の内容解釈にまで踏み込んで両者の特徴をより明確に示してみたい．
文学史上,NLは中世ドイツの英雄叙事詩の代表的な作品とされるが，
同時代の他の英雄叙事詩や宮廷叙事詩とはどのような関係にあるのだろう
か．そこに用いられている言葉のちがいから，その一端が窺えるかも知れ
ない．筋骨たくましく武勇に秀でた勇士を表す言葉として，中高ドイツ語
には,wfgant,recke,helt,degen,ritterがある．これらの語の中で
wfgantは，元来kampfenを意味するahd.wigan(mhd.wfgen)の
現在分詞が名詞化したものであり， 同時代の他の英雄叙事詩， 『ビテロル
フ』や『ローゼンガルテン』には頻出する．それに比べ，宮廷叙事詩では
ヴォルフラムが『パルチヴァール』で19度，『ヴィレハルム』で2度しか
用いず，ハルトマンとゴットフリートには皆無である2．
degenは本来は,Kind,Knabeを意味し，それがDiener,Gefolgs-
mann,Jiingerの意味に広がり，更に,Mhd.では主としてtapferer
Kriegsmannを意味する．ハルトマンには『エーレク』で11度，『イーヴ
ェイン』で4度出てくるが， 『ヴィレハルム』には少なく， ゴットフリー
トには全く出てこない．
heltは元来，「守る人」という意味で,Ahd.では820年頃の『ヒルデブ
ラントの歌』に1度しか見られないようであるが，書き言葉としては12世
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紀に高地ドイツ語に入ってきて，勇気ある大胆な戦士という意味で特に英
雄叙事詩において好んで用いられるようになる．ハルトマンは全作品で6
度，ヴォルフラムではときどき用いられ， 『トリスタン』では1度だけ出
てくる．
reckeはもともとは,法律の保護を奪われて追放された者(Verbannter,
Vertriebener)を意味し，そこから,1人放浪する戦士(einsamumher-
ziehenderKrieger),それから，故郷を離れて戦を求める戦士，更に，
練達の武人となり，英雄詩ではこの意味で非常に多く用いられる． これら
の4語に対し，騎士文化の担い手であるritterは,Mhd.では元来ritare
あるいはriterで，馬に乗る人(Reiter)のことであったが,10世紀に
入って馬に乗って戦場での勤めを果たす身分の高い武士階級が生まれてか
らは，主としてこの意味が優勢になり，それとともに1170年頃からフラン
ス語のchevalierに相当するritter,iterの別形も現れた．騎士は皇帝
を頂点に下は後には貧しい従士(Ministeriale)まで含むようになり，十
字軍遠征の結果， フランス， ドイツだけでなく全ヨーロッパに通用する概
念となった．
NLと『クードルン』に見られるこれらの語の使用回数は3次のとおり
である。
NL Ku.
degen 201 118
helt 299 261
recke 335 162l
wfgant 2 1
ritter l23 71
このように,recke,degen,heltという英雄叙事詩で好まれる語を多用
している点では,NLはまさにその伝統の中にあると言えるが，一方，宮
廷叙事詩が好まないwigantをしりぞけ，英雄詩では少ないritterを多
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略用するなど，用語の点で『クードルン』同様，同時代の他の英雄叙事詩と
は異なった傾向も示している．我々は，先ず， このritterという語の使い
方を手がかりにして， この作品の特徴を追求してみよう．
NLにおいてritterは高貴な騎士への呼びかけや,ritterundekneht,
ritterundvrouweという対語でよく使われるが，それ以外には，特に第
1部においては主としてジーフリトとグンテルを表す言葉として用いられ
ている4． 物語の冒頭の2歌章に描き出されるヴォルメスとザンテンの宮
廷は典型的な中世騎士世界の雰囲気に包まれているようである．ニーデル
ラントの国に貴い身分の王子として生まれたジーフリトは，高貴な両親，
ジゲムントとジゲリントの愛情に育まれ，宮廷の儀礼によく通じた賢者か
ら身分にふさわしい教育を受けて，礼儀正しさ，寛大さを身に具えた立派
な若者に成長する．そして分別をもって美しい婦人に愛を求める術を心得
るまでになった若き王子に想いを寄せる女性も少なくなかった．やがて王
子は盛大な刀礼の祝宴の席で騎士に叙せられ，比武でも堀爽たる若武者振
りを発揮する． この強くて勇敢な騎士は，宮廷の身分高き貴い婦人への高
きミンネ(hoheMinne)を心に想うようになり，折りしもブルゴントに
美の権化とも言うべき美しい乙女がいることを聞いて，その婦人の愛を求
めてミンネの旅に出る．
ところが一方で，彼がニーベルンゲン族と戦って移しい財宝を手に入れ
たうえに，株儒アルプリーヒから不思議な隠れ蓑を奪い取ったこと,更に，
竜を退治してその血を浴びたため肌がどんな武器によっても傷つけられな
いほど固い不死身になったこと等が，ハゲネの口を通して語られる． これ
らは人間の能力を超越した伝説的・神話的な英雄の姿である．彼は大切な
ミンネの旅でブルゴントに着いた時，礼を尽してわざわざ迎えに出たグル
テルたちを前に，すこぶる挑戦的，居丈高な態度をとる． これはどういう
訳なのであろう．ハゲネの話によればジーフリトはそれまで何度も他国を
征服すべく遠征しており，今回もつい，いつもどおりの態度が表に出たの
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かも知れない．第8歌章でニーベルンゲンへ精鋭の武士を連れに行った際
も，不必要に名を隠して門番の大男と，宝の番をさせていたアルプリーヒ
相手に格闘して二人を縛り上げたのも，その表れであろう．
狩りの場では手当り次第に何でも射殺し，目の前に現れた熊を捕らえて
縛り上げ，狩の一行の昼食の席で解き放して一同を震え上がらせる． また
ハゲネの策略に乗って泉まで競走する時も，狩りの装束をすべて身につ
け，槍，剣，楯まで持ち， おまけにスタートに際しては寝そべった姿勢
をとって，みずからにハンディキャップをつける． これらはすべて，彼の
並みはずれた強さを印象づけるための描写であり， 強いジーフリト (der
starkeSfvritが作者によって何度も強調される5．
しかしこのような振舞は，宮廷叙事詩に描かれる優れた騎士とは余りに
もかけ離れている． ジーフリトにはミンネの奉仕によって内面的に磨かれ
た，いわゆる節度を保った調和のある人格が具わってはいない． これこそ
宮廷騎士に求められる一番大切な徳操である． ジーフリトはやはり，英雄
叙事詩で躯い上げられるタイプの英雄であろう．
一方，グンテルも富貴な王として，誉高きえり抜きの勇士である二人の
弟と共に，多数の剛勇の武士を従え，貴い母后ウオテと世にも美しい妹ク
リエムヒルトを護って理想的な宮廷を営んでいる．彼は気前よく人に恵み
をたれる立派な君主で，不当な戦いを挑んだ敵が降服したあとも捕虜を優
遇し，重傷者たちを手厚く看護させる．また敵の王が賠償として申し出た
莫大な財宝をも一切受け取らないで敵を赦す寛大な王であり，誠にすばら
しい騎士である．
ところが，物語が進むに従って明らかになるグンテルの実像は，何事に
つけても他人に頼り， 自分で判断し決断を下すということをほとんどしな
い頼りない君主である．彼はその時々の行為の結果に対する責任を感じ
ず，都合の悪いことはすぐ忘れてしまう．決して悪人ではないのだが， し
かし善をやり抜くだけの強い意志力もなく，重臣ハケネの言いなりにな
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る．ハゲネの反対を押し切って自分の意見を通すことが二度だけある．即
ち， クリエムヒルトとエッツェルとの再婚問題と，その後のエッツェルか
らの招待受諾であり， その結果，みずからも含めて一族の滅亡を招来す
る．
NLではこのような二人が特に，立派な貴い騎士(guoteritteredele)
として強調されるが，結局，二人とも宮廷叙事詩の主人公のように，欠け
るところのない幸福な人生を全うすることもできず，かといって，英雄伝
説に躯われる勇猛果敢な勇士のように，戦場で華々しく討死して名を高め
ることもできないで，一方は暗殺による非業の最後を遂げるし，他方は縄
目の辱めを受けて首を刎ねられる．
これに対し，不思議なことにエッツェルはritterでは表されない．エ
ッツェルは常に寛大で，キリスト教徒であると異教徒であるとを問わず，
優れた武士を多く従え，すばらしい国づくりをしている名君である．ブル
ゴントー族を歓迎する饗宴の席で，一粒種の王子を一人前になるまでライ
ンの国で預って育ててもらいたいと，妃の血族の者たちに大きな信頼を示
したのに，ハゲネが王子は若くして死ぬ運命にあるようだから，宮廷で仕
えることにはならないだろうと言って王の心を曇らせた時も，遠来の客人
を歓待する心から節度を守り，ただハゲネの顔を黙って見ただけで怒りを
表さない．彼は非常に寛大な平和主義者で，宮廷人の模範である6．あたか
も宮廷叙事詩におけるアルトウース王の趣きさえある．そんなエッツェル
がritterではなく，思い上がったジーフリトと不実なグンテルがritter
とはどういうことであろうか.NLの詩人は，このような逆転の表現によ
って,もしかしたら当時の騎士社会を痛烈に皮肉っているのかも知れない．
グンテルが騎士として強調されるのは， もっぱらプリュンヒルトへの求
婚と彼女との結婚の情景に集中している． イースラントに住む人並み優れ
た美貌の女王の噂を耳にしたeinritterwolgetan(328,2)はその美し
い女性に想いを燃やし，命に代えても彼女の愛を得ようとまで思いつめ，
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ジーフリトの力を頼りに求婚の旅に出る． ところが，結婚の条件として求
婚者に課せられた競技をいざ始める段になって，三人がかりでも運びきれ
ないほど大きな重い投槍が運ばれてきたのを見て, Guntherderedele
(441,4）は非常な不安を覚える．ジーフリトの計略のおかげで計画どおり
事が運び，結婚披露の祝宴もそこそこに終え，いよいよ新床に花嫁が身を
横たえた時,derritteredele(632,2)は「これで，これまで望んできた
願いがすべて叶えられる」と胸を躍らせる． ところが，期待に反して痛烈
な反撃を受け，手足を縛られたまま一晩中壁に吊るされて新婚の朝を迎え
たderritteredele(640,4)は「女の手で縛り上げられたのを家来に見
られるのは具合の悪いことではありませんか」と妃にからかわれ， もう二
度と衣服にも手を触れないと誓って， いましめを解いてもらう． こんな
ritterがあるだろうか．
これに比べジーフリトの方は，石投げであれ，槍投げであれ，どんな技
を競っても並ぶ者とてない最強の武士として，ザクセン・テネマルケ方が
たとえ3万の大軍を率いて来たとしても，千名余の寡兵で打ち破る自信が
あり，実際，戦に臨んで4万の敵を前にして，胸の高なる思いで喜ばしく
これを眺める．鬼神の如き活躍で敵を打ち砕いたジーフリトは，あらゆる
点で勇敢なすばらしい騎士(eristanallentugendeneinritterkiien'
undeguot230,4)と称えられる．しかし，使者の称賛するこの騎士は，
神の導きで正義の戦いに臨む宮廷騎士ではなく，敵の王をして悪魔が送っ
てよこした（216,4）と嘆かせるほどの英雄文学の勇士である．このような
英雄として彼は万人に愛され敬われているが，その強さ故に自信過剰にな
り，その善良さ故に油断して罠にはまり命を落とす． 自信過剰は傲慢に通
じる．それは宮廷騎士が決して陥ってはならない心得であり，かの大男ハ
ルピーンも，そのためにイーヴェインに打ち負かされたのであった．
NLにおいては，傲慢，慢心，思い上がりを表す名詞iibermiiete,
iibermuot,名詞化された不定詞iibermiieten,および形容詞iibermiiete
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が，物語の筋を展開する鍵の言葉として，非常に効果的に用いられてい
る．その点を中心にして我々は作品の中に入ることにしよう.
思い上がって(mitiibermiiete54,2)とんでもないことをしでかすハ
ゲネの存在を心配する父の忠告にも拘らずヴォルメスに馬を乗り入れた勇
士の挑発的な態度に， メッツのオルトヴィーンはその勇者のひどく思い上
がった振舞(dizstarkeziibermiietenll7,4)をやめさせようと息巻く
が，ゲールノートは味方のすべての武士に思い上がって(mitiibermiiete
l23,3）ジーフリトの不興を買うようなことを言うのを禁じて， その場を
治める．思い上がった心(iibermuotl51,2)を抱くリウデガストとリウデ
ゲールはブルゴントに挑戦するが，使者からラインの者たちの様子を聞い
たテネマルケの王は，彼らの甚しい思い上がり (irstarkeziibermtieten
167,4）を遺憾に思う．「彼らの思い上がった気持を憂慮に変えてやる」
（175,4）と意気込むジーフリトの働きによって，思い上がった気持から
(durchiibermiieten240,1)ラインに戦いを挑んだ者たちも，今やグ
ンテルの捕虜となり，彼らの思い上がり (iriibermiieten254,4)はすっ
かり挫かれてしまった．
求婚の旅にのぼったグンテルー行4人の武士は，その思い上がった心か
ら(durchirtibermtiete387,2),グンテルが主君で自分が家臣というこ
とにしようと言うジーフリトの指示に従って，プリュンヒルトを欺き，後
の不幸の種を播く．その求婚の相手はしかし，たとえどれほどの軍勢を率
いて行っても，思い上がった彼女のために(voniriibermUot)命を落
とさねばならぬほど恐しい女王(340)であり，試合の場にものすごい投槍
が運ばれてきた時，女王の怪力ぶりに不安を感じて，ハゲネは，預けてし
まった武具と剣さえあれば「この強い女の慢心(derstarkenvrouwen
iibermuot)も挫かれることだろうに」(446,4)と思わず漏らす．更に，
猛き勇士が12人がかりでやっと運んできた競技用の巨大な石を見て，さす
がの恐れを知らぬハゲネでさえ， 「地獄で悪魔の花嫁にでもなればよい」
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(450,2)と嘆くほどの女丈夫である・彼女もやはり，北方の神話的,伝説
的世界に属する半女神である． ジーフリトとプリュンヒルトの関係につい
ては，ゲルマンの神話，伝説の世界を描いた『エッダ』や『ヴォルスンガ
･サガ』に詳しく述べられており7,.NLの作者は聴衆もこの話を当然知
っているという前提で， この作品を作ったふしがある8． そのような前提
に立ってプリュンヒルトを見れば，彼女の行動もよりよく理解できる．
彼女はイーゼンステインの城に4人の異国の武士が到着し，その中にジ
ーフリトがいるという報告を受けた時，てっきりジーフリトが求婚に来た
ものと早合点し，彼らを迎えに出て’先ず彼に歓迎の言葉をかける． これ
に対し，ジーフリトはラインの王グンテルが自分の主君であって，グンテ
ルこそ女王の愛を求める人だと答える．それに対して
彼女は言った.「その方がそなたの主君でそなたが臣下であるのなら
その方に私の課した競技を敢えてやり遂げる勇気がある限り，
もしその方が試合に勝てば私はその方の妻となりましょう．
もし私が勝てばそなたたち全部の命に係ることになります． （423）
彼女は試合に勝てば，挑戦したグンテルだけでなくジーフリトも含めて4
人の命を取ると言う．彼女が求婚する男に課した厳しい条件は， この世の
最も優れた勇士でなければ克服できない至難事であった． これに打ち勝つ
ことのできるのはジーフリトしかあり得ず，彼こそその苦難を乗り越えて
自分を妻にする男だという期待が，恐らく彼女にあったのではないだろう
か．それなのに思いもかけず，グンテルが相手だと言われ，彼女は内心，
失望と怒りを覚えた．それだからこそ上のような言葉が出たのであろう．
北方伝説では，元来二人は婚約していたのだが， クリエムヒルト（『ヴォル
スンガ・サガ』ではグズルーン）の母親に忘れ薬を飲まされたためにジー
フリト （同じくシグルズ）がプリュンヒルトのことを忘れたのであった．
ジーフリトはそのことを負い目に感じていたから，彼女の求婚の相手を彼
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の主君だなどと言ったのだろう．彼がニーベルンゲンから1千名の勇士を
集めてイースラントに戻ってきた時，歓迎の意を示すために迎えに出るよ
うにというグンテルの指示に従って，彼女は武士たちに挨拶するが，その
時ジーフリトに対しては他の者と区別した（511,4)．この彼女の態度も同
じ理由からだと考えるのが妥当であろう9．
プリュンヒルトは婚礼の祝宴で， 自分たちの向かいの貴賓席にジーフリ
トとクリエムヒルトが並んで坐っているのを見て，はらはらと熱い涙を流
す．その訳を尋ねる国王に， クリエムヒルトが王の妹でありながら，臣下
(eigenholde620,3)と並んで坐り身を艇すのを見るのが悲しいと言う．
勿論，高貴な身分の姫が臣下の者と結婚することが大きな恥辱であったと
いうことは， 822節のクリエムヒルトの言葉からも明らかであるが，しか
しここはプリュンヒルトの本心とは素直に受け取ることはできないだろ
う．なぜなら，その時のクリエムヒルトは，何よりも大切な愛する人と念
願かない晴れて結ばれることになったのだから，その顔は幸福に満ちあふ
れ，喜びに輝いていたに違いない．ジーフリトの方も全く同様である． こ
ういう二人の様子を見て， クリエムヒルトとはそれまで一面識もなかった
プリュンヒルトが，いくら義理の妹のためとはいえ，彼女のことを気の毒
に思って涙を流すなどということは，余りにも不自然である．彼女は幸福
に酔う二人を前にして，本来はジーフリトの横に坐るべきは自分であった
ことを思い，ジーフリトに対する恨み， クリエムヒルトに対する嫉妬の涙
を思わず禁じ得なかったと解するのは，必ずしも現代的に過ぎる解釈と非
難さるべきではないだろう．新婚初夜の床であれほど頑なにグンテルを拒
んだのも，そういう思いが底にあり，むざむざ処女を捧げるよりは自分よ
り強い男に征服されたいという願望が強く働いていたと考えられる．
最も強い男ジーフリトがクリエムヒルトと結ばれてしまった今，プリュ
ンヒルトにとっては，彼が臣下であるということだけが生きる支えとな
る．それ故，彼女は，グンテルがジーフリトの主君であるという言葉をジ
I
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一フリト自身から聞いて，あくまでも彼をeigenholdeだとみなす．それ
で， 自分たちの臣下(eigen724,3)であるジーフリトの妻が非常に気位
が高く，彼自身もいつまでも臣下の義務を果たそうとしないのがどうも面
白くない．そこで気の進まぬ夫を説き伏せて彼らをブルゴントの国に呼び
寄せる．歓迎の宴席で彼女はジーフリトに勝る臣下はあり得ぬだろうと思
い，その時はまだ彼を生き永らえさせたいと思うほど好意を抱いていた．
(803）
ところが，仲よく勇士たちの槍試合を眺めていた時に，夫自慢を始めた
義妹から，グンテルの領土であるこの国がジーフリトのものになっても不
思議はないという言葉を聞いて，プリュンヒルトは憤然として言い返す．
｢ジーフリトが王の家来('skiinegesman)だと自分で言ったのだから，
彼を臣下(eigen)だとみなす.」(821)と．こうして激しい言葉が交わさ
れるｶﾐ，作者はこの二人の王妃の争いの場でもiibermuotを強調する．
クリエムヒルトは
それなら本当に不思議なことでございますわね．
あの人があなたの臣下で，
あなたが私たち二人を支配する方だと言うのでしたら，
あの人がこんなに長い間朝貢の義務を怠っていたとは．
そんな思い上がったお気持は勿論すてていただきましょう． （825）
と言って捜のiibermiietenを非難する．争いはますますエスカレートし，
どちらの夫が優れているかを，夕べのミサに行く際に衆人環視の中で示す
ことになる．臣下の妻の分際で王妃に先立つとは無礼も甚だしいというプ
リュンヒルトの挑戦に応じ， クリエムヒルトはその言葉じりをとらえ，
臣下の側妻が一体どうして王妃になれるのでしょう（839,4）
と口ぎたなく罵り，彼が臣下だというのなら，どうしてその彼に愛するこ
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と(minnenここではbeischlafenの意味,841,2)を許したのかと，侮
辱の限りを尽し，
あなたは思い上がった心に欺かれ，私をあなたの
侍女だなどと言ったのでしょう。 （842）
と決めつける．
指輪と帯を動かぬ証拠に突きつけられ，徹底的に辱められたプリュンヒ
ルトの屈辱は，元はと言えば， すべてジーフリトの裏切りのためであっ
た．彼女は隠れ蓑を用いた彼の力をグンテルの力だと思い込まされて屈服
した末に，そのような二流の男を夫にあてがわれたのである．グンテルは
やさしく寛大な王であるが，肝心の強さ，たくましさに欠ける平凡な男で
ある． ジーフリトがいらざる手出しをしなければ，彼女は未婚の女王とし
てイースラントに君臨し何の不都合もなかったにも拘らず，枯息な策を弄
してグンテルに引き渡された． しかもジーフリトがこんな挙に出たのは，
クリエムヒルトと結婚したい一念からであり(388)，弁明の余地のない利
己的な思い上がりである．プリュンヒルトは無残にも自己の存在の意味を
頭から否定され，踏みにじられた． これはジーフリトの命によってしか償
われない，許されざる行為である． この王妃の屈辱はハゲネに絶好の口実
を与え，二人は共謀してジーフリト暗殺を計る．そして遂に，そのtiber-
muot(896,3)のために夫が身の安全を脅やかされないかと心配するクリ
エムヒルトの予感が現実となってしまう．
ハゲネは甚だしい傲慢(1003,1)からこの恐るべき復讐によってクリエム
ヒルトを絶望の淵へ突き落とす．主君の仇を討とうと血気にはやるニーベ
ルンゲンの勇士に向かって,彼ら以上にその気持が強い彼女も,多勢に無勢，
｜
’
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このラインには思い上がった者が沢山おります．
ですから,あなたがたにこの戦いを勧めたくないのです． （1034,1～2）
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と言って，復讐の機会の到来を待つ．一方，美しいプリュンヒルトはクリ
エムヒルトがどんなに嘆き悲しもうとも， もはや彼女に対してやさしい真
心など持ち合わせず，嬬慢な心を持って(mitiibermiietellOO,1)王妃
としてヴォルメスに君臨する．
こうして物語は， クリエムヒルトの復讐とブルゴントー族の滅亡を描く
第二部へと入り，プリュンヒルトは舞台から退き，ハゲネが一段と大きな
役割を担う.grimme,grimmecという形容詞で特徴づけられる猛々しい
ハゲネは,ブルゴントの国で最も重きをなす存在であり，どんな事情にも通
じていて，あらゆる困難な問題にも適切な助言を与え王たちを助ける．ブ
ルゴントにとってはこの上ない頼もしい存在(einhelflichertr6stl526,
2）である． ジーフリトが初めてヴォルメスを訪れた時も，彼についての
情報を与え，敵に回さぬよう進言する．ザクセン，テネマルケ連合軍の
宣戦布告の使者が来た時もジーフリトに相談させ，事に当たらせようとす
る． また，プリュンヒルト求婚に関しても， ジーフリトが断念するよう忠
告するのに，そのジーフリトの力を借りるのが上策とグンテルに勧める．
彼は完膚なきまでに打ちのめされた女主人から事の次第を聞くと即座
に，それはクリエムヒルトの夫が償わねばならない（864,3）と言い，
彼の命をとらなければ，私が命を失いましょう． （867,4）
と誓言する．ハゲネはかねてよりこのような機会をねらっていたのではな
かろうか．すでに第12歌章で，招待の使者が帰り着き，ジーフリトから与
えられた引出物の豪華なことを話し，また見せている時，思わず彼の持っ
ているニーベルンゲンの宝がブルゴントに来たらよいのだが， と漏らして
いる． （774）そして王弟ゲールノートとギーゼルヘルの強い反対にも拘ら
ず，盛んにグンテルをそそのかし， ジーフリトを殺せば多くの国々がブル
ゴントに帰順すると説きつけ，偽の使者をして戦争を告げさせ， ジーフリ
トが援助を申し出て戦いに出かけるように仕向ける．皆いぐさの準備に忙
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しく，城内にみなぎる張りつめた緊張感が最高潮に達した出陣の前日，夫
の身を案じるクリエムヒルトの不安に乗じて彼の急所を聞き出し，その個
所に小さな十字の印まで付けさせる．更に，狩に際しては食事のブドウ酒
をわざと別の場所に運ばせて，狩に疲れたジーフリトをいらだたせる．そ
の上で近くに清水の湧く泉があるから，そこまで競走しようと提案し，ジ
ーフリトを走らせる． こうすれば彼が余りの渇きのために，ゆっくり時間
をかけて水を飲み，それだけ一層確実に彼の急所をねらうことができると
いうことを計算し尽している．
ジーフリトの方はあくまでも騎士の礼節を守り，遅れて来るグンテルと
ハゲネを待って，決してグンテルより先に水を飲もうとしない．強いジー
フリトが宮廷の騎士として礼節をわきまえたが故に殺されるというのは，
誠に大きな皮肉である．ハゲネの犯行の許し難いのは， このように人間の
善意，信頼を逆に利用して人を欺いたことである．
確かに，ハゲネの行為はジーフリトとクリエムヒルトに対しては甚だし
い不実であり，作者も，彼の傲慢と共に不実(untriuwe)を強調する．
(876,2；915,4；916ｳ2等）しかしながら，これらは視点を変えてグンテ
ルの側から見れば，あくまでもブルゴントー族の繁栄を願い，グンテルの
王権を強固なものにしようとする忠誠心から出た行為ではなかろうか．ハ
ゲネから見れば， ジーフリトはブルゴントにとっていつ王国を揺るがす大
敵になるかも知れない危険な存在である．それで事あるごとに，ジーフリ
トをして危険に向かわせるよう王に進言する．卑劣な手段によるとはい
え，遂に倒した瀕死の英雄を前にして， これで自分たちに刃向かう者もな
くなり，心配も悩みもすっかり片づいたと言って喜ぶ． （993）
ハゲネにとってはクリエムヒルトは一門の貴いお姫様であったが， しか
しジーフリトと結びついた時点からは， もはや敵となり，ブルゴントー族
の者とはみなさない．逆に，プリュンヒルトはグンテルの妃となってから
は，彼には忠実に仕えるべき女主人となる．従って，御主人に屈辱を与え
’
I
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たクリエムヒルトに対しては，どんなひどい仕打ちをしようとも，それは
決して裏切りではなく，むしろ敵に対して一族を守る忠実な行為である．
ところがクリエムヒルトはそのことに全く気づかず，夫に伴われてブル
ゴントを去るに当たり，一族の中で一番頼りになるハゲネを連れて行き
たいなどと言い出し，一族の守り手をもって自認するトロネゲの勇士の憤
激を買う．彼女がハゲネに夫の急所を教えて万一の場合の保護を頼んだの
は，彼を血縁の者として信頼し（898)，彼がそのtriuweを守ってくれる
と信じた(901;906)からこそであった．「古来からのゲルマン人の血縁に
対する信頼がクリエムヒルトの目をくらませた'0」のである．
悲しみに沈む彼女は舅のやさしい申し出を断って，ブルゴントで愛する
人の位牌を守ることにするが，それは誠実な肉親の真心(triuwe)を信頼
したからである． しかるに，またもやその信頼を裏切られ，勧められるま
まに運び寄せた夫の形見ともいうべきニーベルンゲンの宝を，ハゲネの策
動によって取り上げられ，ハゲネに対する恨みはいよいよ激しくなる．愛
しいジーフリトの仇を討ちたい一心から，異教徒の王に身を委ねるという
一大決心をしてから13年にして，やっと彼女はその本懐を遂げる．しかし
その犠牲は余りにも大き過ぎるものであった．
第二部においても「傲慢」が筋を展開するキーワードとして用いられて
いる．第一部同様それを辿ってみよう．
フンの国に向かうブルゴントー族は，増水したドナウ川を前に立往生す
る．傲岸なハゲネ(deriibermtieteHagenel549,1)は水の精から策を
授けられ，思い上がった渡し守(deriibermiieteverge1553,4)を倒し
て一行を渡す．エッツェルの城に着いた傲岸な勇士ハゲネとフォルケール
（1762,2）を，フン人たちはまるで猛獣でも見るような目で見る． クリエ
ムヒルトはハゲネが大変思い上がった男であるのを知っている（1771,3）
ので，彼女の非難の言葉を打ち消さないことを計算し，わざと王冠を被っ
てハゲネと対決する．王妃が近づいても，思い上がったハゲネ（1783,1）
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は亡きジーフリトが帯びていた名剣バルムンクをこれ見よがしに膝に置い
て傲然と坐ったままで，王妃に敬意を表そうとしない． ここで初めてハゲ
ネは，ジーフリトを討ってプリュンヒルトの恨みを晴らしたことを認め，
断固とした対決の姿勢を示す． この様子を見ていたクリエムヒルト側の思
い上がった武士たち(1792,4)も，さすがに二人の豪勇の士に恐れをなし，
手出しができない．最初の衝突が期待に反して不成功に終り，王妃として
公然と恥をかかされた彼女は，いよいよハゲネ憎しの思いが募る．翌朝，
武装してミサに出て来た客人たちを見てエッツェルは不審に思うが，それ
がブルゴントの習慣だとハゲネに言われて納得する．
彼女がどれほど激しく強く彼らに敵意を抱いていようとも，
もし誰かがｴｯﾂｪﾙに事の次第を告げていたなら,
彼はその後に起こったことを十分防ぎ止めることもできたであろうに
しかし（ブルゴントの者は）誰もひどい思い上がりのために
王にそれを告げなかった（1865）
’
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異様な雰囲気の中で始まった紅白に分かれた馬上槍試合で，ハゲネとフ
ォルケールらは， フン族の意気を挫こうとすさまじいばかりに馬を駆り，
槍を振るう． 自分の郎党の手では仇討が不可能なことを悟ったクリエム
ヒルトは，ディエトリーヒに助力を頼むが， ベルネの君主には不実の心
(untriuwe)を見出せない．そこで今度は，エッツェル王の弟ブレーデリ
ーンをして甘言をもって敵に向かわせる．復讐の念に燃えたクリエムヒル
トは， もはや王妃としてのたしなみを失い，恥も外聞もない．そして復讐
の戦いを始める手段として，あろうことか，エッツェルとの間にもうけた
一子オルトリエプを犠牲にしようとする．かくしてハゲネが若き王子の首
を刎ねて，いよいよ血で血を洗う大殺裁の幕が切って落とされる．
思い上がった武士ハゲネとフォルケール（2009,3）は増長してエッツェ
ルまでも侮辱する． これを聞いて， 「口先ばかりのお前の思い上がりなど
I
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何の役に立とうか」(2030,4)とばかり，テネマルケの辺境伯イーリンク
はとび出し，その傲慢な男（2059,3）を討とうとして，命を落とす．こう
して，テネマルケ勢，更にはデューリンゲンの武士も弔い合戦に討って出
る．血が血を呼ぶ争いは次々と勇士を巻き込み，遂には誠実な騎士リュエ
デゲールも犠牲となる． リュエデゲールはエッツェル王の妃としてクリエ
ムヒルトを迎える使者に立った時，どうしても首を縦に振らない彼女を説
得するのに，どんなことをしてでも彼女に仕える誓いをしていた．一方，
彼女の復讐など夢にも思わない彼は， フンの国へ向かうブルゴントー行
をベッヒェラーレンに迎えた時，若武者ギーゼルヘルと彼の娘を婚約さ
せる. NL以外の英雄文学ではもっぱら，気前のよい辺境伯(dermilte
marcgrave)であるリュエデゲールは,NLにおいてはeinedelritter
guotとかdervilgetriuweRiiedegerと表され111特に第二部では一
際光彩を放つ理想的な騎士である．彼の妃ゴテリントからはなむけに貰っ
た楯を切り裂かれ窮地に陥ったハゲネに，今から敵となって戦う相手であ
るにも拘らず，みずからの楯を贈るその武士の情けに，勇猛冷酷なハゲネ
もさすがに心打たれ，決して彼を相手に戦わないと誓う． リュエデゲール
の死はあらゆる美徳の父の死であった． (2202,4)このような優れた立派
な騎士までが壮絶な最後を遂げねばならぬとは，何たる悲劇であろうか．
どんなことをしてもハゲネの思い上がりを償わせてやろう(2108)とする
クリエムヒルトは，ディエトリーヒによって捕らえられたハゲネに宝の返
還を迫り，その言葉につられて,実の兄グンテルの首を刎ねさせ,みずから
髪を掴んで彼の前に持ってくる'、彼女はもはや，高貴な王妃として保つべ
き宮廷的節度をすべて踏みはずし，まさに復讐に狂った鬼女(valandinne
2371,1）である．彼女がハゲネの首を切り落とすのを見て，エッツェルで
さえ，敵とはいえ何人にも勝る勇士の余りに惨めな最後に同情を禁じ得な
い．鬼女となったクリエムヒルトに対してもはや騎士道を守る必要もない
と， ヒルデブラントが彼女を切り殺し， この物語はさながらこの世の地獄
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絵のごとき終りを告げる．
一族の者に護られ何不自由なく育ち，淑やかで非の打ちどころのない美
しい高貴なお姫様が，一度ならず二度までも血縁の信頼を裏切られ，遂に
は人間のあらゆる節度を踏み越えて復讐の鬼と化し，一族全部を滅亡させ
みずからも無惨に切り裂かれる大惨事を招来する．それは一重に，愛しい
人へのtriuweを全うするためであった．ところが彼女をそこまで追いつ
めたのは， これまたハゲネのブルゴントー族に寄せる一途なtriuweであ
った．ゲルマンの血で結ばれたtriuweと，愛する人への汚れなきtriuwe
の対立．それが更に，それぞれのtriuweを守ろうとする者を次々に巻き
込んで悲劇を増幅する． この悲劇はまた，登場人物の傲慢と傲慢のぶつか
り合いによって生じ，それが更に新しい悲劇を生むという弁証法的，かつ
劇的な展開によって一層緊張感が盛り上げられる．まさにゲーテの言うよ
うに,NLは根本的に異教的・ゲルマン的な作品であろう．
以上見てきたのがB版によるNLの基本構想であるが,C版ではそれが
どのように解釈変えされているのか．次回に検討したい．
注
1前稿ではNlと略記したが,Nibelungenliedは複合語であるからNLと略記す
る方がよいと，石川啓三先生に御教示頂いたので，本稿からNLと表記する．
2以下，用語の説明に関しては以下の文献を参照した．
D@sMbe〃昭2"舵d/K"〃""・Hrsg.v.WernerHoHmann,Darmstadtl972,
S.674ff.
WolframvonEschenbach,彫γz"αムHrsg．v.GottfriedWeber,Darmstadt
1981,S.966f.
G.Benecke,W.Miiller,F.Zarncke M"ｵg"oc"〃"ｵsc"esW脚彪γ6"c"，
Leipzigl854ff.
肋〃”α"〃〃0〃A"eLg沈沈αｵ応彪γ"Kb"肋γdα"zzzM@Gesa沈加gγ々．Bearb.
vonR.A・Boggs,Nendeln1979.
3 F.H・BaumlによるAα"c”“'2Ce加オ"gⅣあg〃"g9"舵αによれば，これら
の数の中でNLのdegenは257度,reckeは331度であるが，いずれにしても大
勢に影響のある差ではないだろう．
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4Vgl.UrsulaHennig,D"馳〃""6ggg允加""ge""Mbe""ge""ed．In:PBB,
1975,Bd.97,S.21.
5 Vgl.Ibid.,S、44．
6 Vgl．D@sMbg〃"ge"舵α・NachderAusgabevonKarlBartsch,hrsg.
v.H.deBoor;20.revidierteAuH，Wiesbadenl972,S.301,Anm．zu
1919，2．
7谷口幸男訳『エッダ古代北欧歌謡集』昭和48年新潮社，菅原邦城訳『ゲルマ
ン北欧の英雄伝説ヴオルスンガ・サガ』1979年東海大学出版会，谷口幸男訳
『アイスランドサガ』1979年新潮社参照
8例えば，あの女王は恐ろしい習慣をもっており，彼女に求婚する者はひどい目に
遭うから求婚を断念するようにジーフリトが忠告する（330）と，ハゲネが横から
口を出し，プリュンヒルトのことはジーフリトがよく知っているから， この難事
はジーフリトに片棒かついでもらうようにと言う (33I).またイーゼンステイン
の城に近づいた時， この国のことはジーフリトの他は誰も知らなかった（382)．
彼はまた， この宮廷では剣も鎧も預ける習慣になっていることを教える（407)．
また，同時代の英雄叙事詩で語られていることには当時の聴衆はほとんど通じ
ていたのだろう．NLにもそのようなことがよく暗示的に触れられている．例え
ば,ベッヒェラーレンからいよいよフンの城めざして旅を続けることになった時，
､ハゲネが壁にかかっている楯を求めると，城主の妃はヌオドウンクが討死したこ
とを思い出して涙に濡れる．ヌオドゥンクとはどんな人物かはそこでは述べられ
ていないが， 『ティドレクスサガ』ではゴテリントの兄弟， 『ピテロルフ』や『ロ
ーゼンガルテン』では彼女の息子である.Vgl.deBoor,Anm.zul699,2.そ
の他にも1180,2344等参照．
9 P.Piperは,プリュンヒルトがジーフリトを使者の役を果たす従者とみなすので，
彼を軽んじている表れだとするZarnckeの説を紹介しながら，そうではなく，
ジーフリトの部下である他の武士が彼より敬意を表して迎えられることはありえ
ないのだから， ここは明らかに，ジーフリトに特別の挨拶をしたのだと解し， こ
れは無邪気な吟遊詩人が勇士に対してなすのが当然と思う敬意の印であると説明
している．それに対してdeBoorはZarncke説をとり，彼女が彼を不自由身分
の家臣とみなしているから，他の者よりぶっきらぼうに迎えたと言う．Brackert
はジーフリトがそれまではただグンテルのmanとしてしか表されていないのだ
から, deBoorの理由づけも明白ではなく，どちらとも決めかねると言う． しか
しここは上に見てきたように，彼女の秘かな期待に反する行動をしたジーフリト
ヘの立腹から，素気無い態度をとったと考えるのが自然ではないだろうか．
10deBoor,Anm.zu898,1.
11Vgl.HennigS.40ff.
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Über die Handschriften 
des Nibelungenliedes (II) 
--unter besonderer Berücksichtigung von B und C--
Osamu Takeichi 
In der Literaturgeschichte gilt das Nibelungenlied (abgekürzt 
NL) als das typische Werk der mittelhochdeutschen Heldenepik. 
Wie steht es aber zu anderen zeitgenössischen Heldenepen und 
höfischen Epen? In der Verwendung der Heldenappellative erkennt 
man einigermaßen die Eigenschaft des NLes. Zur Bezeichnung 
der mittelalterlichen Helden hat man fünf Appellative : degen, 
recke, helt, wigant und riter. Davon verwendet der Dichter des 
NLes degen, helt und recke sehr häufig, die in der Heldendichtung 
beliebt gebraucht werden. In dieser Hinsicht steht dieses Epos in 
der Tradition der Heldendichtung. Dagegen erscheint dort das Wort 
wigant nur zweimal, das die höfischen Dichter weniger schätzen ; 
dafür wird das Wort riter viel häufiger gebraucht als in der 
Heldendichtung. Dies verdeutlicht die Neigung des NLes zur 
höfischen Dichtung. 
Im NL werden vor allen anderen Sivrit und Gunther als Ritter 
herausgehoben. Sivrit ist „an allen tugenden ein riter küen' unde 
guot." Er ist auf der anderen Seite ein übermenschlicher Held, 
der einmal einen Lindwurm erschlagen hat und „hurnin" geworden 
ist. Der starke Sivrit ist in seinem Benehmen weit entfernt von 
dem Ideal des höfischen Ritters, der im Minnedienst innerlich 
verfeinert ist und Maß zu halten versteht, so daß er am Ende 
wegen seines übersteigerten Selbstvertrauens mörderisch getötet 
wird. 
Gunther sieht auf den ersten Blick wie ein idealer König aus, 
soweit man ihn in den ersten Aventiuren dargestellt sieht. Doch 
zeigt er sich im Lauf der Handlung als ein unzuverlässiger, treu-
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loser Mann. Er tanzt nach Pfeife seines wichtigsten Vasallen 
Hagene. Dieser Gunther wird als Ritter betont, aber Ritter-Benen 
nungen für ihn konzentrieren sich auf sein Werbungsabenteuer 
um Prünhild und ihre Hochzeit. In diesem Prozeß zeigt sich, daß 
er den Namen des Ritters gar nicht verdient. 
Im Gegenteil zu diesen beiden wird der tolerante, ausgezeich-
nete König Etzel nicht als „edele riter" bezeichnet. Warum? 
Der Dichter macht m. E. in solchen umgekehrten Bezeichnungen 
über die wirkliche Welt der Ritter von damals ironische Bemer-
kungen und kritisiert die höfische Gesellschaft scharf. 
Die Handlung dieses Werkes entwickelt sich dramatish in 
Zusammenstößen zwischen übermütigen Personen, und daraus 
entsteht die Tragik und verstärkt sich immer mehr, indem treue 
Freunde beiderseits nacheinander in den Kampf verwickelt werden. 
Ursprünglich hat der übermütige Sivrit Anlaß dazu gegeben. Er 
betrügt Prünhild und verhilft Gunther mit Hilfe der Tarnkappe 
zur Heirat mit ihr, um sich mit Kriemhild zu verheiraten. Die 
unauslöschliche Schand, die Kriemhild ihrer Schwägerin bereitet, 
rächt der übermütige Hagene an ihrem Mann Sivrit. Dieser Mord 
bedeutet für Hagene eine treue Tat zu dem Geschlecht der Bur- . 
gunder, zu dem er Kriemhild trotz des Vertrauens ihrerseits wegen 
der Verbindung mit Sivrit nicht mehr rechnet. Diesen schänd-
lichen, Treue brechenden Verrat vergilt sie später fürchterlich, 
und zwar aus lauter Treue zu ihrem über alles geliebten Mann. 
Eine makellose Prinzessin mit einzigartiger Schönheit, deren 
Vertrauen zu der Blutsverwandtschaft grausam mißbraucht wird, 
überschreitet alle höfische Zucht und, schließlich zur „välan-
dinne" geworden, verursacp.t sie den Untergrund ihrer ganzen Ver-
wandten. Ihre Verwandlung von einem Extrem ins andre hebt die 
Tragik um so mehr hervor. Dies ist die Grundkonzeption dieses 
Stückes aufgrund der Fassung B. Das NL scheint ein „grund-
heidnisches," typisch germanisches Werk zu sein. Wie es in der 
Fassung C umgedeutet wird, wird im dritten Teil untersucht. 
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